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［ 目的】 近年、 脳卒 中 によ る死亡率は減少 し

て きたも のの、 未だ我が国の死因の第―位を

占めている。 高血圧は脳卒中の最大の危険因

子 で ある が、 治療中の高血圧患者の血圧値は

未だ高 ＜ ヽ その他の心血管危険因子を合併し

てい る `’~ と が 多 い 。 本研究では、 高血圧患者し

における脳卒中発症前 の降 圧治 療中 の血 圧値

と危険因子について検討する。

【方法】 過 去 6 年 間 （ 1 ， 8 8 ～ ， 3 年）

に脳卒中を初回発症して国立循環器病セ ンタ

の脳卒中集中治療室に入院 した患者の う ち、

発 症 前 に 1 年以上同施設の外来で降圧治療を

受けていた者 1 2 6 名 （ s 群 男 7 4 名、 女

5 2 名 、 平均年齢 7 

゜
， 歳） と、 S 群と 同

様に降圧治療を受けていて、 S 群の個々の患

者と年 齢、 性を対応させた脳卒中の既往がな

い高血 圧患者 1 2 6 名 （ C 群） の 1 年間の 血

圧の経過、 代謝指標等を比較検討した。

【結果】 高血圧の罹病期間、 飲酒および喫煙

歴、 心電図上の高電位は s 群、 c群間で有意
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な差はな か つ た。 ま た、 脳卒 中発症前 1 年間

の 外来血圧の平均 も 差はな か つ た。 しか し s 

群の 収縮期血圧の平 均 は 1 4 8 ． 7 m m H g 

で 、 C 群のそれ よ り 2 ． 5 m m H g 高 ＜ な つ

て し‘ た。 特 に 6 ， 歳以下 に おいて はその差 は

有意で あ つ た （ s 群 1 5 

゜
． 5 m m H g 、 C 

I 

群 1 4 4 

゜
H ）。 ま た、 7 

゜
歳未満． m m g 

で は 脈圧 も c群に比 し s 群 で 有 意 に 高 か つ た

（ s 群 6 5 ． 8 m m H g 、 C 群 5 ， 6 m m 

H g ）。 収縮期血圧 が 1 6 

゜
m m H g 以上 を

占 め る 割合は、 全年齢お よ び 7 

゜
歳以上で は

差は な か つ たが、 7 

゜
歳未満では s 群が C 群

に 比 し有意に高率で あ つ た （ S 群 2 5 ． 5 %、

C 群 7 ． 4 ％ ）。 s 群に お し‘ て ヽ 発症 1 ケ 月

前 の外来血圧は発症前 1 年間の外来血圧の平

均 と 有意な差はなか つ た。 s 群の う ち 脳 出血

を 発 症 し た群 は 、 他 の 病 型 に比 し拡張期血圧

が高か つ た （脳出血群 8 7 m m H g 、 ラ ク ナ

梗塞群 8 1 m m  H g 、 アテ ロ ーム血栓性梗 塞

群 8 2 m m H g 、 心源性塞栓群 8 2 m m H g ヽ
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分類不能の梗塞群 7 ， m m H g ）。 s 群は C 

群に比 し 空腹時血糖が有意に高かっ た。ま た、

H. D L コ レス プ 口 ル値は低 ＜ ヽ 血清ク レ ア

チニン値は高い傾向 にあ つ た。 s 群は C 群に

比 し糖尿病、 夕 ンバ ク尿、 心 房 細 動 を 合 併 し

て いる割合が高 く
‘ 

抗血小板療法や抗凝固療

法を受けて し‘ る割合も高か つ た。

【 考 察】 脳卒中非発 症 患 者 の 血 圧 に 比 し 脳卒

中初回発症の高血圧患者の血圧は、 7 

゜
歳未

満では有意に高か つ た。 ま た 夕 ンパ ク尿を呈

す る割合が高いな ど他の臓器障害を合併 して

し‘ た。 高血圧患者の脳卒中 次予防 には、 血

圧管理を十分に行 う と と も に 血 糖 値 や H D L 

コ レス プ 口 ー ル な どの代謝指標の管理も 重要

で あ る '̀. と が示 唆さ れた。 降圧薬の種類や 抗し

血小板療法 と の関連について は今後さ ら に検

討が必要であ る と考 え ら れる
゜
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（論文題 目）

Risk of stroke in relation to level of blood pressure and other risk 

factors in treated hypertensive patients 

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水

準について慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

近年、脳卒中による死亡率は減少してきたものの、未だ我が国の死因の第三位を占め

ている。高血圧は脳卒中の最大の危険因子であるが、治療中の高血圧患者の血圧値は未

だ高く、その他の心血管危険因子を合併していることが多い。そこで、脳卒中を初めて

発症した高血圧患者の発症前の血圧や他の危険因子を、発症していない高血圧患者と比

較し、脳卒中の一次予防のために適切な治療方法について検討することを目的とした。

2. 研究内容

1988-93年の間に脳卒中を初回発症して国立循環器病センターの脳卒中集中治

療室に入院した患者のうち、発症前に 1年以上同施設の外来で降圧治療を受けていた連

続症例 12 6名 (S群；男 74名、女 52名、平均年齢70. 9歳）と、 S群と同施設

で同時期に降圧治療を受けていて、 S群の個々の患者と年齢、性を対応させた脳卒中の

既往がない高血圧患者 12 6名 (C群）の発症前 1年間の血圧の経過、代謝指標等を比

較検討した。

備 考 1 用紙の規格はA4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800-1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。



高血圧の罹病期間、飲酒および喫煙歴、心電図上の高電位にはS群、 C群間で有意な差

はなかった。また、脳卒中発症前 1年間の収縮期血圧の平均はS群 149mmHg、C

群146mmHgであったがその差は有意ではなかった。しかし 70歳未満においては

その差は有意であった (S群 151mmHg、C群 144mmHg)。収縮期血圧が 1

6 OmmHg以上を占める割合は、全年齢および70歳以上では差はなかったが、 70

歳未満では S群がC群に比し有意に高率であった (S群25. 5%、C群7.4%)。

拡張期血圧は両群で差がなかった。 S群において、発症1ヶ月前の外来血圧は発症前1

年間の外来血圧の平均と有意な差はなかった。 S群のうち脳出血を発症した群は、他の

病型に比し拡張期血圧が高かった（脳出血群87mmHg、ラクナ梗塞群BlmmHg、

アテローム血栓性梗塞群82mmHg、心源性塞栓群82mmHg、分類不能の梗塞群

7 9mmHg)。S群はC群に比し空腹時血糖が有意に高かった。また、 HDLコレス

テロール値は低い傾向にあった。また、 S群はC群に比し糖尿病、タンパク尿、心房細

動を合併している割合が高く、抗血小板療法や抗凝固療法を受けている割合も高かった。

脳卒中初回発症の高血圧患者の血圧は、脳卒中非発症患者の血圧に比ぺて 70歳未満

では有意に高かった。また臓器障害や糖尿病などの他の危険因子を合併している割合が

高かった。高血圧患者の脳卒中一次予防には、高血圧性臓器障害を評価して血圧管理を

十分に行うとともに血糖値などの代謝指標の管理も重要であることが示された。

3. 研究成果の意義と学術的水準

本研究は、治療中の高血圧患者における脳卒中初回発症のリスクを検討するための症

例対照研究である。一施設において 1年以上降圧治療を受けていた多数の患者のなかで、

脳卒中を発症した 90％以上が同施設の脳卒中集中治療室に入室しており、均質かつ継

続的な観察が可能であった。脳卒中発症予防のための降圧レペル、他の危険因子の管理

など重要な示唆に富む成績が得られた。また、脳卒中発症 1ヶ月前と 1年間の外来随時

血圧の比較は知見が少ないが、直近の血圧変動の関与は小さいものと考えられた。これ

らの研究成果は国際的に認められる水準にあるものと判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分値するものであると判断した。


